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総務省国立研究開発法人審議会（第９回） 

 

１ 日時 平成３１年４月２２日（月）１０：００～１１：１０ 

 

２ 場所 総務省８階 第１特別会議室 

 

３ 出席者 

（１）委員（敬称略） 

尾家 祐二（会長）、梅比良 正弘（会長代理）、大場 みち子、知野 恵子、  

藤井 良一、水野 秀樹（以上６名） 

（２）専門委員（敬称略） 

   入澤 雄太、大森 隆司、生越 由美、尾辻 泰一、小野 武美、小紫 公也、 

末松 憲治、橋本 隆子、藤本 正代、村瀬 淳、森井 昌克、矢入 郁子、 

若林 和子（以上１３名） 

（３）国立研究開発法人情報通信研究機構 

徳田理事長、野崎理事 

（４）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

山川理事長、中村理事 

（５）総務省 

    吉田国際戦略局長、泉審議官、藤野総務課長、 

坂中技術政策課長、村上宇宙通信政策課長、山野技術政策課企画官、 

石原技術政策課課長補佐、山﨑宇宙通信政策課長補佐 

 

４ 議 題 

（１）会長互選 

（２）会長代理の指名 

（３）今後のスケジュール等について 

（４）国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の最近の取組 

（５）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の最近の取組 

（６）その他 
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開  会 

 

【山野企画官】  矢入先生は１０分ほど遅れてご到着されるということですが、ほかの

皆様はおそろいでございますので、始めさせていただきたいと思います。 

 それでは、ただいまから、第９回総務省国立研究開発法人審議会を開催させていただき

ます。 

 私、事務局を担当しております技術政策課の山野でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 本日でございますが、先日、４月１０日付けで委員並びに専門委員の皆様の改選がござ

いましたので、会長が選出されるまでの間、議事を進行させていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 また、本日は、委員、専門委員の皆様に加えまして、ＮＩＣＴの徳田理事長、ＪＡＸＡ

の山川理事長にもお越しいただいており、後ほど、各法人の主な取組について、それぞれ

ご紹介をいただくこととしてございます。よろしくお願いいたします。 

 また、本日はペーパーレス会議とさせていただいております。そのため、座席表以外の

資料、参考資料につきましては、お手元のタブレット端末の中に準備してございますので、

適宜ごらんいただければと存じます。 

 今、タブレット端末では議事次第を表示してございますが、左上にございますボタン、

現在「００ 議事次第」等々と書いてある、このボタンをタップしていただきますと、本

日のこの後の部会も含めまして、資料の番号を付けてございますが、一覧表が表示されま

す。この中からご覧になりたい資料をタップしていただきますと、その資料が表示されま

すので、ご覧いただければと思います。 

 また、タブレット端末では若干画面が小さく、見にくいかと存じますので、使用します

資料は、その都度、テーブルに備え付けのモニターにも表示させていただきます。タブレ

ット端末が見にくい場合は、テーブルのほうの画面をご覧いただければと存じます。 

 また、もしタブレットの接続が途中で切れてしまった場合は、お手数でございますが、

お手元に配付してございます用紙に記載されているＩＤ、パスワードで、再度のログイン

をお願いいたします。 

 また、操作でご不明な点等ございましたら、議事の途中でも構いませんので、事務局ま

でお知らせください。 
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 それでは、開催に先立ちまして、国際戦略局長の吉田よりご挨拶を申し上げたいと思い

ます。吉田局長、よろしくお願いいたします。 

【吉田局長】  おはようございます。研究開発の担当をさせていただいております、国

際戦略局長の吉田でございます。 

 本審議会の委員の皆様並びに専門委員の皆様、そして、本日ご出席いただいております

ＮＩＣＴ、ＪＡＸＡの両理事長をはじめといたします関係者の皆様には、日ごろより情報

通信行政に多大なご協力を頂戴いたしておりまして、この場をお借りいたしまして厚く御

礼を申し上げたいと思います。 

 審議会の冒頭に際しまして、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。着席して失礼いた

します。 

 我が国は、ご承知のように、急激な人口減少、そして、少子高齢化など、様々な課題に

直面しているところでございます。そのような中、持続的な経済成長を図り、さらには、

国際的な目標でございますＳＤＧｓ等の達成により、引き続き世界に貢献していく、その

ためには、ＩｏＴやＡＩをはじめといたします技術革新、さらに、宇宙関連技術の高度化

などによりますSociety5.0の実現が極めて重要であります。 

 昨年１２月より、石田総務大臣のイニシアティブで開催いたしております「デジタル変

革時代のＩＣＴグローバル戦略懇談会」におきましても、将来のキーテクノロジーといた

しまして、最先端技術の研究開発にしっかりと取り組むことが重要である旨、構成員の皆

様から指摘がなされているというような状況にございます。 

 我が国のみならず、世界の発展のため、ＩＣＴ分野の研究開発を担うＮＩＣＴや、宇宙

の開発利用の先導役でありますＪＡＸＡの果たす役割は、より一層重要なものになると考

えております。 

 本審議会におきましては、両法人の昨年度の業務実績に関する評価を行っていただき、

それを中心に、委員並びに専門委員の皆様から率直なご意見を頂戴したいと考えておりま

す。両法人のＰＤＣＡサイクルをしっかりと回すことで、研究開発成果の最大化が図られ

まして、すばらしい成果の創出につながるよう、ぜひ皆様のお力添えをいただければと思

います。そのことが、我が国の情報通信の発展、それから、持続的な経済成長、さらなる

国際的な貢献ということにつながっていくと考えているところでございます。 

 これから両法人の業務実績評価を始めていただくわけでございますけれども、精力的な

ご審議をいただきますようお願い申し上げ、冒頭のご挨拶とさせていただきます。 
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 よろしくお願い申し上げます。 

 

議  題 

（１） 会長互選 

 

【山野企画官】  それでは、議事に従いまして進行させていただきます。 

 まず、皆様には、４月１０日付けで本審議会の委員並びに専門委員として発令をさせて

いただいてございます。その際、中須賀専門委員、山崎専門委員はご退任となりまして、

新たに、小紫専門委員、森井専門委員が任命されてございます。その他の皆様は、引き続

き再任されてございます。名簿につきましては、今、資料９－１でございますが、画面に

表示されているとおりでございます。 

 本日でございますが、委員６名全員にご出席いただいてございますので、定足数を満た

しております。 

 また、専門委員の皆様にもご出席いただいておりますが、前原専門委員、小塚専門委員、

藤野専門委員は、ご都合によりご欠席されてございます。 

 ここで、このたび新たに専門委員となられました小紫先生、森井先生から、一言ずつ自

己紹介をいただければと思います。 

 それでは、小紫専門委員、よろしくお願いいたします。 

【小紫専門委員】  新任の小紫と申します。 

 東京大学の航空宇宙工学科で、衛星の推進系、あるいは、電気推進機の研究をしており

まして、そのほかに、マイクロ波やミリ波を使った無線電力伝送の研究もしておりました。

少しでも役に立てるようにしたいと思います。よろしくお願いします。 

【山野企画官】  小紫先生、ありがとうございます。 

 では、続きまして、森井専門委員、よろしくお願いいたします。 

【森井専門委員】  この４月から専門委員に就任させていただきます森井でございます。

よろしくお願いいたします。 

 所属のほうは、今、神戸大学の工学部におりまして、専門は、情報理論、符号理論、特

に現在は情報セキュリティに関して研究をしている次第です。協力させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

【山野企画官】  森井先生、ありがとうございました。 
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 それでは、次の議事に参りたいと思います。 

 次に、会長の選出をお願いしたいと思います。国立研究開発法人審議会令第４条第１項

の規定によりまして、会長は委員の中から選出していただくこととなってございます。委

員の皆様方からご推薦がございましたら、どうぞよろしくお願いいたします。 

 梅比良先生、お願いします。 

【梅比良委員】  委員の皆様におかれましては、それぞれ高いご見識をお持ちの方々ば

かりだと存じますが、九州工業大学学長を務められ、情報通信技術分野におけます研究開

発にも非常に幅広い見識をお持ちの尾家委員が適任であり、これまでの２年間に引き続き

まして、会長をお願いしてはどうかと思います。私は尾家委員をご推薦申し上げます。 

【山野企画官】  ほかの皆様、いかがでございましょうか。今、梅比良委員から尾家委

員をというご推薦がございましたけれども、いかがでございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【山野企画官】  それでは、尾家委員に会長をお願いしたいと思います。これからの議

事進行は、尾家会長にお願いいたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【尾家会長】  承知いたしました。大変身に余ることでございます。皆様のご協力を得

まして、進めさせていただきたいと思います。 

 本日は、お手元の議事次第に従いまして議事を進めてまいりたいと思います。 

 また、ただいま会長に選出されましたので、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

 本審議会は、総務大臣が国立研究開発法人の中長期目標の設定並びに毎年度の評価を実

施する際に意見を述べることを目的としました、大変重要な審議会と認識いたしておりま

す。先ほど吉田局長様からもご指摘ございましたように、ＰＤＣＡサイクルを機能させて、

各法人によります研究開発成果の最大化が図れますように、適切・有益な意見を総務大臣

に述べることが、本審議会に与えられた任務と理解しておりますので、委員並びに専門委

員の皆様におかれましては、何とぞご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（２）会長代理の指名 

 

【尾家会長】  それでは、続きまして、私が会長として審議会を主催できない場合に代

行をお願いさせていただく会長代理を決めたいと思います。 

 会長代理に関しましては、規定により、会長が指名することになっております。私から
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指名させていただきたいと思います。 

 会長代理は、梅比良委員にお願いいたしたいと思いますが、梅比良委員、よろしいでし

ょうか。 

【梅比良委員】  はい。それでは、微力ながら務めさせていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

【尾家会長】  それでは、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、本審議会のもとに設置されております情報通信研究機構部会と宇宙航空開

発研究機構部会の構成員を決定いたしたいと思います。 

 両部会の構成員は、総務省国立研究開発法人審議会令第５条第２項によりまして、会長

が指名することとなっております。 

 それぞれの部会の構成員につきましては、ただいま画面に表示されておりますとおりと

させていただきたいと思います。各部会の構成員の皆様におかれましては、今後、精力的

なご審議をお願いいたします。よろしいでしょうか、皆さん。 

 それでは、続きまして、本審議会の今後のスケジュール等につきまして、事務局より説

明いただき、その後、情報通信研究機構及び宇宙航空研究開発機構から、昨年度の主な活

動を中心に、各法人の取組につきましてご紹介いただきます。 

 本日は、ＮＩＣＴから徳田理事長、そして、ＪＡＸＡから山川理事長にお越しいただい

ております。大変貴重な機会だと思っております。どうぞ、両法人の皆様、メーンテーブ

ルにご着座をお願いいたします。 

 

（３）今後のスケジュール等について 

 

【尾家会長】  それでは、まず今後のスケジュール等に関しまして、事務局より説明を

お願いいたします。 

【山野企画官】  資料９－２になりますが、こちらをご覧ください。画面のほうにも表

示させていただいてございます。今後のスケジュール等に関しまして、事務局よりご説明

申し上げます。 

 まず、おさらいになりますが、本審議会のミッションについて、簡単にご説明申しあげ

ます。画面に表示しているとおりでございますが、まず１番目といたしまして、ＮＩＣＴ

並びにＪＡＸＡの業務実績評価に係るご意見をいただくということとなってございます。
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特に今年に関しましては、昨年度、平成３０年度の業務実績の評価を今年の夏までにして

いただくことになります。総務大臣のほうで評価をいたしますが、その参考となりますご

意見を本審議会から賜ればと思ってございます。 

 ①に幾つか書いてございますけれども、上から参りますと、まず各事業年度の業務実績

評価ということでございまして、これが昨年度、平成３０年度分の評価をこれからしてい

ただくというものになります。 

 また、それ以降のものは、若干イレギュラーなものもございますけれども、例えば、中

長期目標期間が終了する１年前に、終了の見込みの評価をしていただくことも、この審議

会のミッションでございまして、また、次にございます中長期目標期間が終わった後の振

り返りの評価、それから、法人の長の任期が途中で終了した場合、それまでの間の評価と

いうものもミッションとなってございます。 

 また、②にございますが、ＮＩＣＴ・ＪＡＸＡの中長期目標を策定する、もしくは変更

するという場合に対しましても、ご意見をいただくこととなってございます。昨年、ＮＩ

ＣＴの中長期目標を変更してございますが、その際も本審議会からご意見をいただいてご

ざいます。 

 また、最後、３番目でございますが、中長期目標の途中で業務を廃止・移管、または組

織を廃止するときにも、ご意見をいただくこととなってございます。 

 次のページが業務評価の流れになります。主にここでは、昨年度、平成３０年度につい

てこれから評価していただきます、業務実績評価についての流れをご説明いたします。 

 まず、①に自己評価とございますが、それぞれ研発法人、ＮＩＣＴ・ＪＡＸＡのほうか

ら、それぞれの自己評価の結果が上がってきます。そちらを、本審議会の下にございます

部会、並びに、その部会の下で行う個別ヒアリング等でご紹介、ご説明をいただきまして、

本審議会並びに部会で審議をいただきます。 

 その結果、主務大臣、総務大臣になりますけれども、総務大臣に対してご意見をいただ

くこととなります。 

 その意見を踏まえまして、総務大臣のほうで評価をしまして、その評価結果を、国立研

究開発法人でございますＮＩＣＴ・ＪＡＸＡのほうに通達するという形になります。 

 また、この上のほうにございますが、全独立行政法人を見てございます独立行政法人評

価制度委員会のほうにも、これは８月末になりますけれども、評価結果を通知して、必要

に応じて意見をいただくという形になります。 
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 また、右側になりますが、評価結果に関しましては、両法人に通知するとともに、広く

公表することとなってございます。 

 次のページに、具体的な今後の流れを簡単に書いてございます。４月１０日付けで、委

員、専門委員の皆様を任命させていただいておりますが、本日４月２２日に、立ち上げと

申しますが、キックオフの会合を開かせていただいてございます。この後、引き続きまし

て、下のほうにございますが、情報通信研究機構部会（ＮＩＣＴ部会）並びに宇宙航空研

究開発機構部会（ＪＡＸＡ部会）を開催させていただきます。 

 各部会におきましては、この後、連休明けからを予定してございますけれども、３回な

いし多ければ４回になるかもしれませんが、各部会を開催していただきまして、それぞれ

自己評価の結果を各法人の担当者からご説明いただいた上で、評価を進めていただきます。 

 その結果でございますが、あくまで現時点の予定でございますけれども、８月５日に予

定してございます本審議会に、各部会の評価結果をご報告いただきまして、総務大臣への

意見という形でお取りまとめいただく予定となってございます。 

 また、評価結果でございますが、先ほど申し上げたとおり、８月末に独法評価制度委員

会に通知する必要がございますので、タイムリミットと申しますか、最後のゴールは８月

末ということとなります。 

 簡単でございますが、流れは以上でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

 ただいまの説明に関しまして、ご質問、ご意見などございますでしょうか。よろしいで

しょうか。 

 

（４）国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の最近の取組 

 

【尾家会長】  それでは、これより、ＮＩＣＴ徳田理事長から、ＮＩＣＴの最近の取組

に関しまして、ご説明をいただきたいと思います。徳田理事長、よろしくお願いいたしま

す。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございます。ＮＩＣＴの徳田と申します。 

 それでは、お手元の資料をもとに、最近の取組についてご説明させていただきます。 

 まず１枚目、お願いいたします。 

 先ほどもご説明がありましたけれども、ＮＩＣＴのほうは、ＩＣＴ分野を専門といたし
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ます我が国唯一の公的研究機関といたしまして、非常に基礎的なＩＣＴの技術から、応用

を目指した基盤的な技術まで、非常に幅広く研究開発を行っております。それに加えまし

て、標準時の通報、通信・放送事業等に属する様々な事業の振興を総合的に行っており、

この第４期の中長期計画では、ＮＩＣＴがこれまで培ってきた様々な基礎・基盤的なＩＣ

Ｔ技術を、新しい付加価値をつけて、新しい価値をつくり出して、社会に還元する。オー

プンイノベーションという言葉が世の中で広く使われておりますけれども、ＮＩＣＴとい

たしましても、オープンイノベーションを推進していくということが、第４期中長期計画

の目標の一つとなっております。 

 この右側のグラフにありますように、年間大体２７０億円前後で推移してまいっており

ます。 

 ＮＩＣＴの中には、５つの研究所が、ここに書いてありますように、横須賀、神戸、け

いはんな、仙台、吹田にございます。日本全国各地に散らばっておる研究所を、まさにネ

ットワークで束ねて、日常の研究開発の業務をやっております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 このスライドが、私たちの第４期中長期計画の全体像を示しております。先ほどもお話

がありましたけれども、我が国のSociety5.0を実現していく上では、安全・安心な社会、

特にサイバー・フィジカル空間が融合した社会、すなわち、サイバーだけの技術だけでは

なく、フィジカルな空間に対するセンシングであったり、プロテクションであったり、そ

の融合した空間を見られる唯一の研究機関だと私は理解しております。 

 まず５つの重点領域がございまして、右上のセンシング、「観る」という漢字が当てら

れておりますけれども、ゲリラ豪雨などの早期捕捉につながるリモートセンシング技術、

それから、電波の伝搬等に影響を与える宇宙環境、特に太陽フレア等の問題でＧＰＳがず

れたり影響を受ける等が起きますと、自動運転をはじめ、いろいろなところに影響が起き

ますので、宇宙環境計測技術などを培ってきております。 

 それから、少し円を回っていただきますと、「繋がる」、ネットワークがございますけれ

ども、今現在、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩの流れが加速しておりますけれども、革新的

なネットワーク技術、人・モノ・データ・情報等あらゆるものをつなぐワイヤレスネット

ワーク技術、特に、後ほどご説明しますけれども、５Ｇ等が普及してきますと、最後のワ

ンホップのところのトラフィック量が非常に大きくなりますので、人間で言うと脊髄に当

たりますけれども、バックボーンのところの容量が足りなくなってまいります。その従来
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の光ファイバの通信技術を飛躍的に向上する、大容量のマルチコア光交換技術等をやって

おります。 

 それから、回っていただきますと、クリエイトということで、データ利活用の基盤分野、

これもSociety5.0では非常に大事なファクターでございまして、データドリブンソサエテ

ィー等の言葉もありますけれども、データを利活用して新しいサービスをつくっていこう

ということで、ＮＩＣＴでは、ＡＩ技術を利用しました多言語の音声翻訳技術、実は音声

だけではなくて、テキスト情報の翻訳技術、これも加速しております。 

 それから、先ほどお話ありましたように、ＳＮＳ等、いろいろなサイバー空間上で情報

がやりとりされております。社会におけます様々な課題、それに関連する、例えば、災害

時の情報などを発見、整理、解析できる社会知の解析技術、または、脳情報を使った、デ

ィープラーニングの次の第４のＡＩの波に準備できるような脳情報通信技術等をやってお

ります。 

 下のリングの上に２つまたあるんですが、「守る」というところで、サイバーセキュリ

ティの分野、次世代のサイバー攻撃分析技術、それから、ＩｏＴデバイスにも実装可能な

軽量暗号・認証技術など、様々な、最近ではＡＩを使った、例えばですけれども、Ａｎｄ

ｒｏｉｄのマルウェアの検出技術、そういうものもやっております。 

 それから、最後、フロンティア、未来ＩＣＴの分野なんですが、「拓く」という字が書

いてありますけれども、盗聴・解読の危険性がない、非常に高度な耐量子暗号であったり、

量子光ネットワーク技術、こういうものをやっております。また、新しいＩＣＴを切り開

いていく将来のデバイス、未来ＩＣＴのためのデバイス技術、こういうものをやっており

ます。 

 では、次のスライドをお願いいたします。 

 これは私の運営方針で、着任してからこの３つのキーワード、ＣＯＣと呼んでおります

けれども、もともとＮＩＣＴの中では様々な自主研究がやられておりましたけれども、そ

れに加えまして、国内外の研究機関、企業、大学、地方自治体といった様々なステークホ

ルダーとのコラボレーションを進めてほしいということで、コラボレーションというキー

ワードを出しております。 

 それから、先ほどもお話がありましたように、オープンイノベーションで、ＩＣＴ×Ｘ

ということで、新しい価値を生み出していこうということなんですが、それを前提に進め

ていく上では、オープンマインドで、相手の方たちの持っている方法論であったり、研究
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成果であったり、その価値観を共有できなければいけないので、オープンマインドを持っ

て活動してくださいということを言っております。 

 それから、最後、ＮＩＣＴを世界最先端のＩＣＴ分野の研究機関とすべく、絶えず挑戦

者の気概を持って活動していただきたいということを言っております。 

 次、お願いいたします。 

 これは第４期中長期計画を推進している簡単な組織図になります。真ん中から左側半分

に、先ほどのキーワードの「観る」「繋ぐ」「創る」「守る」「拓く」という重点領域を進め

ています研究群があります。電磁波研究群、ネットワーク研究群、ＡＩ・脳情報通信研究

群、サイバーセキュリティ研究群、未来ＩＣＴ研究群です。 

 これとパラレルな関係で、右側に、研究開発成果の最大化をするための業務を進めるオ

ープンイノベーション推進本部というものが設置されておりまして、様々な形で研究開発

成果を、テクノロジートランスファーを加速し、新しい価値を社会に提供して、還元して

いこうという流れです。 

 赤丸がついておりますナショナルサイバーオブザベーションセンターというのが、２０

１９年２月から総務省様の下で始まりましたＩｏＴ機器の調査業務をするセンターでござ

います。一昨年はナショナルサイバートレーニングセンター、実際のナショナルサイバー

セキュリティの経験を積んでいただく演習を実施するためのトレーニングセンター、それ

から、ＡＩ関係の知能科学融合研究開発推進センター、この２つができたわけですが、そ

れに加えまして、２０１９年度は、このナショナルサイバーオブザベーションセンターが

できました。 

 次、お願いいたします。 

 たくさんいろんな成果がありまして、私たち、どれをピックアップするか悩ましい状況

だったんですけれども、これが２０１８年度の幾つかの事例を写真でご紹介しているもの

です。詳しくは、さらに次にスライドを準備しておりますけれども、簡単に右側の写真を

見ていただければと思いますけれども、センシング基盤技術、先ほど言いましたように、

フィジカル空間から様々な情報を収集してサイバー空間に入力して、様々なセンシングの

情報を融合しながら解析、分析、予測する技術ということで、これは東京オリンピックに

向けまして、関東地方をセンシングできますゲリラ豪雨等が起こる降雨レーダのフェーズ

ドアレイ化による、また、マルチパラメータ化による降雨レーダの高速化と高精度化を実

現しているものでございます。後でスライドが出てきます。 
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 それから、右側は、実際にＡＩ技術も活用した事例でして、先ほどお話ししました太陽

フレアの影響等の予測というものを人的リソースを使ってやっておったんですけれども、

ＡＩ技術、ディープラーニングの技術を使って、実際に発生予測モデルというのがつくれ

まして、それを実運用に供しています。 

 それから、ネットワークの基盤の部分ですと、光のグレーの丸い絵が見えると思います

けれども、これが従来使われています光ファイバとほぼ同じ太さの中に４つのコア（通信

路）、それに３つの違う通信モードを同時に提供できる０.１６ミリの新しい光ファイバが

出ています。従来ですと、大体０.１５ペタビットしか通信路キャパシティはないんです

けれども、この３コア・３モードにすることによって、世界初になりますけど、１.２ペ

タのモードができます。従来、ＮＩＣＴでは３９コアなんていう記録も持っておるんです

けれども、それですとかなり太くなってしまいますので、これは社会実装を意識した形で、

研究者の方たちが、より容易に社会実装できるよう意識されたものです。 

 それから、右側が、航空路で使っております、いろいろな異物、約３～５センチぐらい

の大きさの異物を、レーダの反射特性でセンシングできる技術でございます。これも実際

に企業と連携して、国際展開を進めております。 

 それから、３番目のデータ利活用のほうは、もう皆さんお使いになっていただいている

かもしれませんが、多言語音声翻訳アプリ、これが非常に社会的にいろいろ応用されてお

りまして、今年のハイライトとしましては、このソフトウェアのほうで約１.５秒話をし

ていただくと、どの言語を話しているかということを自動的に高精度で識別できるソフト

ウェアが開発されました。 

 それから、右側がＷａｒｐＤｒｉｖｅで、ＮＩＣＴの場合には、サイバー空間全体のセ

ンシングということをＮＩＣＴＥＲという観測網でやっておるんですけれども、これはど

ちらかというと集合知モデルで、各参加者の方のＷｅｂブラウザに入っている媒体型の攻

撃対策実証実験でございます。これを使うことによって、約７,７００名ぐらいの方が参

加していただいておりますけれども、毎日３００数幾つの危険なウェブサイト、こういう

ものが検出できていまして、ドライブバイ攻撃というのがありますけれども、ウェブサイ

トを見にいくとマルウェアが入ってしまうような危険なサイトの検出をやっております。 

 それから、最後、先ほどお話ししました未来ＩＣＴの部分で、デバイスの開発をしてお

ります。 

 次のスライド、お願いします。 
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 これが先ほどお話ししました、物理空間上のセンシング技術の一つでございます。真ん

中下にモバイルソフトウェアの画面がありますが、約２,０００名ぐらいの方にアンケー

トを取って、この降雨情報、ゲリラ豪雨に対する予測情報がどのくらい有益だったかとい

うことをアンケートで昨年実施しておりまして、技術だけではなくて、実際の使い勝手で

あったり、そういうもののフィードバックを受けていて、かなりよい評価をいただいてお

ります。 

 右上にありますように、関東圏約６０～８０キロの間を予測できますので、東京オリン

ピック・パラリンピックのときに、非常に有効な手段となると期待しております。 

 次のページ、お願いします。 

 ２つ目、これは光ファイバのほうで、これも企業との連携の一つの成果と見ていただけ

ればよろしいかと思いますけれども、日立国際エレクトリックの方たちとも協力して、実

際の航空路の中で滑走路上に落ちている異物をスキャンしながら、これはRadio Over 

Fiberという技術で、無線と光ファイバの技術が融合していますけれども、光ファイバ無

線で９０ギガヘルツのミリ波レーダというものを、実践的に飛行場の空港滑走路の監視シ

ステムとした応用事例でございます。非常に高く評価されております。 

 それから、一番最後の行から２つ目に、鉄道無線システムのことも書いてありますけれ

ども、実は、このチーム、非常に実装を頑張ってやっておりまして、時速２４０キロの北

陸新幹線で、地上との間で１.５Ｇｂｐｓの実験に昨年成功しておりまして、高速無線用

のバックホールの技術もかなり実用に近づいてきております。 

 次、お願いします。 

 ８ページ目は、先ほどお話ししましたVoiceTraなんですが、いろいろな分野で使われて

いるというキーワードを見ていただければということで、実際に２９の都府県の警察、そ

れから、４６都道府県の防災本部、これは「救急ボイストラ」という形で使われておりま

す。それから、企業との連携で、鉄道の分野での駅コンシェル、例えば、忘れものの確認

が簡単にできるようなものとかですね。それから、観光のドメインでは、凸版印刷の方た

ちとやっていたり、日本郵便にも窓口業務で置いております。それから、ベンチャーの方

たちが専用端末ということで、ログバーという、イリーという会社がこういうものを出し

ておりますし、最もテレビでコマーシャルを打たれていますソースネクストという会社が

出しておりますポケトーク、こういうものの翻訳エンジンにもＮＩＣＴの技術が使われて

おります。 
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 次、お願いします。 

 これは言葉のバンクだけではなくて、実は、書き言葉の処理にも工夫をしておりまして、

ＮＩＣＴでは、総務省と一緒に、２９年９月から翻訳バンクというシステムを動かしてお

ります。これは各分野、専門分野ごとに使われているボキャブラリーが違いますので、そ

のペア、現在、１,０００万文書、約４.４億文字分ご寄附いただいて、標準のトランスレ

ーションではなくて、例えばですけれども、医療の分野、創薬の分野で、ドメインにアダ

プテーションした形で精度を上げるというのができております。 

 右下をちょっと見ていただきますと、創薬に関係する会社が、今まで４週間かかってい

た仕事、翻訳を外注して校正する、これが、自動翻訳を使うことによって、２週間に縮ま

っていまして、これを使うと新薬が早く患者に届いたり、新薬の販売費用が安くなるとい

うふうなメリットが起きております。 

 次、お願いします。 

 これはサイバーセキュリティのほうで、長年サイバーセキュリティのほうではいろいろ

な技術をやってきたわけですけれども、一昨年からこのナショナルサイバートレーニング

センターをスタートさせておりまして、実践的なサイバー防御演習（ＣＹＤＥＲ）、これ

は年間約３,０００人の方をカバーしております。それから、東京２０２０大会に向けた、

サイバーコロッセオという、もう少し準上級・中級をターゲットにしたトレーニング、昨

年は４８４名の方が参加されています。最後、若手人材、若手セキュリティイノベーター

の育成ということで、SecHack365というもので、約５０名前後の２５歳以下の方を対象に、

１年かけてトレーニングしておるプログラムが動いております。 

 次、お願いします。 

 これはフロンティアＩＣＴで、世界的な記録を持っているチームの２つの例を出しまし

たけれども、１つは、パワーデバイスの酸化ガリウムＩＣＴデバイスということで、グリ

ーンＩＣＴセンターの成果ですけれども、これはWeb of Scienceで見ていただくと、大体

１,０００以上のサイテーションがぐっと伸びておりまして、日本の中では非常に優秀な

成果を上げております。縦型の酸化ガリウムのトランジスタを世界に先駆けて開発した成

果が出ておりまして、異常時にAlways OFFという状態をつくらなければいけないんですけ

れども、それにもうまく対応しております。 

 それから、もう一つ、深紫外光のＩＣＴデバイスで、従来なかなか出力が上がらなかっ

たんですね。この出力を、世界最高出力となる５００ミリワット程度まで、ナノテクノロ
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ジーをうまく使うことによってできまして、「独創性を拓く先端技術大賞」とか、いろい

ろな賞も受賞されております。また、特許も順調に取れており、製品化に向けて、例えば、

いろんな企業の方たちと連携が進んでおります。 

 じゃ、次、お願いします。 

 あと２枚ありますけれども、先ほどお話ししましたオープンイノベーションということ

で、私たちのほうは、産学官連携、今、総務省、経産省、民間、大学等連携して、スマー

トＩｏＴ推進フォーラムというのが動いておりますけれども、その活動の推進であったり、

ＦＦＰＡというのは、Flexible Factory Partner Allianceの略ですけれども、ドイツの

企業であったり、日本の企業と合同で、工場内のいろんな機器がＩｏＴでつながってきま

すと、チャンネルのコンフリクトとか、帯域が確保できなくて、ある日突然動かなくなる

ような問題がございます。そういうコーディネーションを、一種の無線機器をコーディネ

ーションできるレイヤを提案していまして、ＩＥＥＥの８０２.１の下に、国際標準とし

てつくっていこうということで、活発に活動していただいております。 

 それから、地域連携、大学連携、若手育成ということを率先してやっております。 

 次、お願いいたします。 

 最後、これが第４期中長期計画と次に向けた簡単なチャートでございますが、今ちょう

ど３年目が終わったところでございまして、２０１９年度、２０年度に向けましては、今

までの第４期の計画の達成に向けた深化・成熟化を図るとともに、実は、私、着任しまし

てから、次の第５期中長期計画に向けての将来ビジョンの形成、それから、そのための組

織、研究課題の検討というのをやっております。ＮＩＣＴの中では、従来からも業務改善、

風土改革等がやられていたんですが、それをさらに、いろいろな業務システムがかなり疲

弊しておりますので、それをリエンジニアリングタスクということで、積極的に進めてい

っていただいております。 

 以上、簡単でございますが、２０２０年度の第４期中長期計画最終年度に向けて、いろ

いろ準備をしておる状況です。どうもありがとうございました。 

【尾家会長】  ありがとうございました。 

 ただいまのご説明につきまして、ご質問、ご意見などございませんでしょうか。大変貴

重な機会だと思っております。また、これから昨年度の評価を行うに当たりまして、大局

的な観点からコメントなどをいただければ、大変ありがたいと思います。よろしくお願い

します。いかがでしょうか。 
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【梅比良会長代理】  茨城大学の梅比良でございます。貴重なご説明、大変ありがとう

ございました。 

 ２点ございまして、１つは、これはお願いと申しますか、ＮＩＣＴの活動って、やっぱ

りなかなか国民に見えにくいというのが従来から言われていて、我々のほうも評価すると

きに、私自身は直接ＮＩＣＴの評価をしているわけではないんですけれども、情報通信の

分野って、ＮＩＣＴの活動がどれだけこういうふうに世の中に役に立ったとかというのが

非常に見えにくい。ぜひ、そういうふうなことにご尽力をもう少しいただきたいというの

と、あと、評価する側から見ても、要するに、こういうふうにやっているんだから、ここ

はぜひ評価してくださいというふうに言っていただけると、我々、すごくやりやすくなる

のではないかなと思うので、ぜひよろしくお願いしたいというのが１点目で、これはお願

いでございます。 

 それから、２点目、一番最後のところで、気になることを言われて、ＮＩＣＴで頑張っ

てきておられるんですけれど、若干疲弊している部分もあると。これは具体的にどういう

ふうなことを言っておられるのか、もし差し支えなければ、ご説明いただければ幸いです。 

【尾家会長】  お願いします。 

【徳田理事長】  ご指摘、どうもありがとうございます。 

 手短に、まず１点目の、国民に対してより積極的に私たちが何をやっているかをお見せ

したいということで、毎年、ＮＩＣＴではオープンハウスということを、今年の場合には

６月にやりますが、高校生も含めて、非常に幅広い方たちに来ていただくように心がけて

おりますが、常日ごろの広報もさらに工夫させていただきたいと思います。 

 それから、２点目、多分、リエンジニアリングのところだと思いますが、私たちＮＩＣ

Ｔだけではなくて、一般の企業と比べますと、いろいろな業務を取り扱う情報システム、

例えば、財務とか、経理とか、出張旅費の精算とか、そういう手続が紙ベースで最初動い

ていて、それを電子化したわけですけれども、実際にもっと効率よくビジネスプロセスを

変えたほうが、研究者の時間も取らないですし、私は民間企業から行ったわけではなくて、

大学から入っていったわけですけれども、大学と比べても、例えば、入札のシステム、こ

れは国交省からいただいたシステムが動いておりますけれども、Ｊａｖａのバージョンが

古いままで、企業の方たちは新しいバージョンにアップデートされていて、バージョンが

違うので、オンライン・トゥ・オンラインでサブミッションができないとか、そういう国

の中の業務システムの問題も含まれております。 



－17－  

【梅比良会長代理】  どうもありがとうございます。 

 １点目のほうなんですけれども、具体的に申し上げますと、例えば、今、ソースネクス

トさんがやられているポケトークって、結構宣伝やられていますよね。それをＮＩＣＴの

技術を使ってできているんですよと知っている人がどれだけいるかという、こういうよう

な話なんですよ。 

 確かに広報も大事だと思うんですけれども、広報以外にもぜひ何か、これは例えばの話

なんだけど、例えば、インテルが入っているというロゴが入ったりしますよね。だから、

国民はみんなインテルのプロセッサを使っているのを知っているわけで。だから、例えば、

ポケトークを買った人が、これはＮＩＣＴの技術を使っているんだというのがわかるとい

うようなことができると、みんなが、これはＮＩＣＴがやっている技術を使っているんだ

というふうに理解できるような気がするんですね。そういうふうなところも含めて、ご検

討いただければなというので、ぜひよろしくお願いいたします。 

【徳田理事長】  はい。どうもありがとうございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

 そのほか、何かございますでしょうか。それでは、お願いします。 

【生越専門委員】  東京理科大学の生越と申します。 

 私もＮＩＣＴの事業がすばらしいと思っているんですが、本日のプレゼン資料の２ペー

ジ目、この図は非常に概念を表そうとされているんだと思うんですけれど、国民目線で見

た場合、５つの漢字と３つの輪っかの意味がわからない。あまりに複雑にすると、理解が

遅れるので、拓くというのが未来を拓くで、あとは社会をというところに係るんだと思う

んですけれども、こういう図というのは概念がすごく大事だと思うので、一目で覚えられ

る、そういうふうなインパクトのあるもののほうが、子供たちも含めて、より理解が進む

のではないかと思うので、今後、何かの機会があればご検討いただければと思います。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございました。 

【尾家会長】  藤本委員、どうぞ。 

【藤本専門委員】  藤本でございます。ご説明ありがとうございました。 

 資料の４ページ目のところで、新しい組織ができて、新しい業務に取り組まれるという

ことで、非常に注目されているところかと思います。組織的な変化が起きますと、それに

合わせて全体のガバナンスとかマネジメントのありようも見直されるのかなと思いますの

で、しっかりした取組を行っていただき、他の組織の方々のお手本になるような活動にし
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ていただければと思います。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございます。 

 新しい組織ですので、私がちょっと気にしておる点は、サイバーセキュリティのほうの

社会的ニーズというのは非常に高くございます。一方、私たちの研究機関で、研究者とし

て研究していかなければいけないタスクと、日々の業務としてやらなければいけないトレ

ーニングセンターであったり、オブザベーションセンターの業務があって、少し兼任され

ている方がいるんですね。もう少し私たちも早くから人材を育成できていればいいんです

けれども、少しセキュリティ関係の人材の方たちの負荷がかかっていますので、そこも配

慮しながら、いいセンターにしていきたいと思っております。 

 どうも、ご指摘ありがとうございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

【藤井委員】  ご説明ありがとうございました。 

 今のサイバーセキュリティ関係ですが、非常に初歩的なところから高度なところまで、

３つのプロセスで実施されていて、非常によろしいと思います。これを大学等ともぜひ連

携していただき、様々なところでこのような事を実施されている部分もございますので、

ＮＩＣＴが中心になられて、まとめられるとよろしいかと思います。それから、もう一つ

は、特に認証も含め、今はスタンダードが非常に重要かと思いますので、スタンダード化

も含めて、ぜひご尽力いただければと思っております。 

【徳田理事長】  どうもご指摘ありがとうございます。連携を深めていきたいと思いま

す。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

 非常に活発なご意見が出てまいりましたけれども、情報通信関連と言いますと、社会イ

ンフラですので、今お話ありましたように、なかなかその成果が見えにくいところがたく

さんあるかと思いますが、今、委員の方々は、そういった成果が世の中に出ることを期待

されているということですので、ぜひ、こういった方向性で、成果が世の中できちんと認

められますように、我々もご意見を今後出させていただければと思います。よろしくお願

いします。 

 

（５）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の最近の取組 
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【尾家会長】  それでは、続きまして、ＪＡＸＡの山川理事長から、ＪＡＸＡの最近の

取組につきまして、ご紹介いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

【山川理事長】  ＪＡＸＡの山川でございます。本日は、このような機会をいただき、

ありがとうございます。 

 それでは、１０分ほどでご説明させていただきます。資料９－４をごらんください。 

 ＪＡＸＡは、政府全体の宇宙開発利用を技術で支える中核的実施機関として活動してお

ります。お手元の資料のページ１ですけれども、１５年前に、当時ございました３つの宇

宙航空関連の機関が統合されて、ＪＡＸＡができました。現在の予算規模としては、当初

予算１,５００億円、それから、補正予算約３００、合わせて１,８００億円規模でござい

ます。 

 次のページをお願いします。 

 組織図でございますけれども、職員数約１,５００名でありまして、副理事長１名、そ

れから、理事が７名で、このような所掌、分担で運営してございます。 

 次のページ、お願いします。 

 第４期中長期目標及び計画が、昨年度、平成３０年度からスタートいたしまして、全部

で７年間の中長期期間ということになりますので、今年度は２年目ということになります。

大きく４つの目標及び取組方針が提示されておりまして、１つ目が、一番左側の緑の部分

ですけれども、安全保障の確保、安全・安心な社会の実現への一層の貢献、２つ目が、宇

宙利用拡大・産業振興に資する取組、３つ目が、宇宙科学・探査における取組の強化、４

つ目が、次世代航空エンジン開発等における国際競争力強化ということでございまして、

現在、その４つに向かって鋭意取り組んでいるところでございます。 

 次のページ、お願いします。 

 このページは、２０１５年以降、政府の宇宙基本計画がございまして、それが制定され

た以降の計画及び既に実施されたもの、そして、今後の予定が書いてございます。それぞ

れのプロジェクトについては説明いたしませんが、全体としまして、一番上に宇宙輸送、

つまり、ロケット、そして、２行目が、社会インフラとしての人工衛星プロジェクト関係、

そして、下のほうに参りまして、有人宇宙技術としての国際宇宙ステーション、そして、

一番下が宇宙科学及び探査、そういった主に４つの場合分けができるかと考えております。 

 次、お願いします。 
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 それぞれの中長期目標の１つ目の目標で、取組でございます安全保障の確保及び安全・

安心な社会の実現でありますけれども、上のほうに概略を書かせていただきましたけれど

も、安全・安心な社会の実現に向けまして、まず自立的に宇宙にアクセスする、つまり、

宇宙への輸送能力の確保のために、基幹ロケットの着実な運用、そして、研究開発を推進

しております。また、人工衛星データを活用して、特に防災・災害対策への貢献を実施し

ております。また、安全保障関係機関と連携いたしまして、安全保障確保への技術的な支

援を実施しているところでございます。 

 下の例としましては、例えば、地上の望遠鏡あるいはレーダを活用しまして、宇宙の状

況を把握する。例えば、スペースデブリ（宇宙ゴミ）等の状況を把握する、そういったシ

ステムを既に運用しているところであります。 

 また、右のほうに参りまして、レーダ、あるいは、光学、そういった衛星を使いまして、

防災・災害対応、そういったものに取り組んでいるところでございます。 

 次のページをお願いします。 

 ２つ目の目標で、取組でございます宇宙利用の拡大、そして、産業振興について、後ほ

ど少し詳しく述べますけれども、大きく分けまして、まずは、一番ベースとなります宇宙

へのアクセスを担保いたしますロケットに関しましては、次世代のロケットとして、現在

Ｈ３ロケットの開発を行っているところでございます。価格的な面はもちろんですけれど

も、いろんな観点で国際競争力のあるロケットの実現を目指して、今年度、まさにその開

発の佳境を迎えているところでございます。 

 また、国際宇宙ステーションに向けて、我が国としては、「きぼう」という宇宙実験棟

を運用しておりますけれども、その「きぼう」、あるいは、そこに物資を輸送いたします

「こうのとり」、そういったものの運用、そして、更なる次の宇宙ステーションにおける

様々な実験、そういったものに取り組んでいるところであります。 

 左下の革新的衛星技術実証プログラムというのは、特に宇宙の業界において、特異な状

況としましては、やはり宇宙でとにかく一度実証したものでないと、なかなか使っていた

だけないという状況がございまして、そのために、ＪＡＸＡの役割としては、宇宙実証の

機会をご提供するということでありまして、そのためのプログラムでございます。 

 また、現在、世界的な課題となっております宇宙ゴミの問題に関しては、デブリ対策と

して、大型のデブリを除去する、そういった技術開発に取り組んでおります。 

 また、政府の準天頂衛星「みちびき」、これはいわゆる時刻、そして、位置を導き出す
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ＧＰＳ的な機能を持つものでございますけれども、そこに対して技術的な支援をしている

ところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 まず、特にロケットに関して言いますと、現在、我が国として運用しているロケットは

３つございますけれども、ここにはその２つが書かれておりまして、大きなコンセプトと

しては、「必要な時に」「必要なモノを」「柔軟かつ確実に宇宙に届ける」という、いわゆ

る輸送システムでございまして、現在Ｈ－ⅡＡ、Ｈ－ⅡＢを運用していて、国際的に見て

も非常に高い成功率、そして、オンタイム、お約束したときに打ち上げるという、そうい

ったサービス面でも非常に高い信頼性を得ているロケットでございます。 

 次のページをお願いします。 

 そして、右上のほうにイプシロンロケットというのがございまして、これも現在運用し

ているロケットでございまして、今年１月にも４号機を打ち上げましたけれども、先ほど

の２つが大型のロケットだとすると、このイプシロンは小型のロケットでございまして、

非常に柔軟に様々な衛星を打ち上げるためのものでございます。また、戦略的技術として

の固体燃料ロケット技術でもありますので、そういった意味でも非常に重要なロケットで

ございます。 

 左側が、先ほど申し上げました、次世代のロケットとして現在まさに開発が佳境を迎え

ておりますＨ３ロケット、さらに右下には、さらに将来のロケットの姿を見据えて、部分

的な再使用のロケットの技術開発も行っております。 

 次、お願いします。 

 そして、宇宙利用の拡大という観点から申しますと、リモートセンシング衛星、これは

先ほどインフラとしてご紹介いたしましたけれども、多くの衛星が現在運用中、あるいは、

今後打ち上げる予定でございますけれども、大きく分けますと、陸域・海域の観測を行う

レーダ及び光学衛星、現在フル稼働しているのが、左上の「だいち２号」であります。左

下のＡＬＯＳ－３とＡＬＯＳ－４というのは、現在開発中の衛星でございます。 

 右側に参りまして、地球観測衛星、特に地球環境観測に関しまして、ＣＯ２及びメタン

の観測を行っている「いぶき」、「いぶき２号機」、これは環境省さんと共同のプロジェク

トでございます。それから、水循環、気候変動、そして、降水に特に力を発揮します、そ

れぞれ「しずく」、「しきさい」、それから、ＤＰＲというレーダ等も現在運用していると

ころであります。 
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 次、お願いします。 

 特に力を入れているのが災害対応でございまして、これは昨年の北海道胆振東部地震で

ございますけれども、ＡＬＯＳ－２等の衛星のデータを、厚真町での大規模崩壊や集中的

な崩壊の把握のために、すぐに緊急観測を行いまして、全体の崩壊の把握が迅速に行われ

まして、その結果として、開発局、北海道さん、それから、関連の自治体さんへの警戒避

難の助言が実際にそのために行われたということでございます。 

 次のページをお願いします。 

 また、国際協力という観点でも同様にこのデータが使われておりまして、やはりこうい

ったものも緊急観測のもと、データを各国際関連機関に提供いたしまして、この場合はイ

ンドネシアのクラカタウ火山の噴火に関するものですけれども、インドネシアの防災機関

等に提供して、現地で実際に被害状況の迅速な把握に利用されたところでございます。 

 次、お願いします。 

 また、宇宙利用という観点で、特にもう一つ極めて重要なエリアとして、通信、それか

ら、測位がございます。測位については、先ほど申し上げたので、ここでは割愛いたしま

すけれども、通信に関しましては、光データ中継衛星、これは現在開発、打ち上げ予定の

ものでありますが、また、つい最近運用が終わりましたけれども、超高速インターネット

衛星「きずな」（ＷＩＮＤＳ）ですとか、あるいは、将来の通信衛星に向けた技術開発で

あります技術試験衛星９号機を、ＮＩＣＴさん、総務省さんと一緒に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 次をお願いします。 

 それから、利用拡大という観点で言いますと、宇宙空間に宇宙飛行士が常駐しておりま

す国際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼう」を使った様々な実験あるいは事業を展開

しておりまして、もちろん無重力環境での様々な科学的な実験を行っていると同時に、

「きぼう」が特に持っている固有のシステムとしましては、「きぼう」という実験棟から、

右下にございますように、超小型の衛星を放出する機能がございます。そういった放出を

既に現在２３０機以上そこから行っているところでございますけれども、例えば、これを

さらに産業振興という観点から、民間にその事業を部分的に移転する、そういった取組も

行っているところでございます。 

 次、お願いします。 

 そして、このページも産業振興に関するものですけれども、日本の宇宙産業が海外展開
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に向けて様々な国に、あるいは地域に展開していく上で、ＪＡＸＡの保有します様々なネ

ットワークを駆使いたしまして、そういった支援も行っておりますし、右側にありますよ

うに、ＪＡＸＡ自体に仕組みを構築してございます。 

 次のページ、お願いします。 

 その仕組みはＪ－ＳＰＡＲＣというふうに我々は呼んでいるんですけれども、昨年の５

月からスタートした新しい研究開発プログラムでありますけれども、これは極めて重要な

ところは、企画段階から、民間事業者が目指す、そういった事業化、出口を見据えた上で、

共同で両方がコミットする形で新しい事業を創出していく。１００件を超えるとあります

けれども、１５０件程度の問合せがあり、既に１９件の覚書を締結して、具体的に事業化

に向けた活動を現在進めているところでございます。そのごく一部ですけれども、下にあ

りますように、様々な分野、様々な企業と事業共創をしているところでございます。 

 次、お願いします。 

 先ほどのが事業化を特に意識したものだとすると、もう一つ、オープンイノベーション

として、技術の観点から民間、ＪＡＸＡの双方でコミットする形で事業を展開しているの

が、このオープンイノベーションでございまして、宇宙の分野に関しては、ＪＳＴ殿の資

金を獲得し、航空に分野におきましては、自己資金でこういったイノベーションハブを運

営しているところでございます。ポイントは、例えば、宇宙の技術を地上での様々な事業

に展開する、地上の技術を宇宙に展開する、そういった双方向の技術開発を行っておりま

す。 

 次、お願いします。 

 そして、３つ目の中長期目標でございます宇宙科学・探査ですけれども、このように、

左側に大きく宇宙科学、様々な小惑星、月、火星に向けたプロジェクト、そして、右側が、

特に国際協力を意識した国際宇宙探査、特に我が国としては、月の表面探査を軸として、

その中で各国とどのように協力していくかということで、現在検討しているところでござ

います。 

 次、お願いします。 

 宇宙科学に関して言いますと、一つ一つは述べませんけれども、月着陸、火星、そして、

「はやぶさ２」、金星探査機「あかつき」、水星探査機、それぞれを、国際協力をもちろん

絡めながら、効率的に進めているところであります。宇宙天文分野におきましても、Ｘ線、

放射線帯、そういったものを目指して、観測対象として、国際協力をベースに進めている
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ところであります。 

 次、お願いします。 

 そして、これが「はやぶさ２」でありますけれども、小惑星リュウグウに対して、つい

先日、探査機本体がタッチダウンしてサンプルを採取し、また、ごく最近、人工的なクレ

ーターを生成して、今週には、その人工的なクレーターの観測等々を開始して、将来的に

どのような運用ができるかを今後検討していく予定でございます。 

 次、お願いします。 

 そして、国際的プレゼンスという意味では、これまで２０年以上にわたりまして、国際

宇宙ステーションで米、欧、露、カナダ、各極と国際協力を密にやってきたところであり

ますが、そういった国際協力の国際的な信頼性のもとに、さらに将来、米国が主導してい

る月近傍の有人拠点に向けて、現在、どのように参加すべきかという検討をしているとこ

ろであります。 

 また、「こうのとり」というのは、現在運用している国際宇宙ステーションに物資を輸

送するものですけれども、詳細は省きますけれども、各国、各極が物資輸送に苦労してい

るところで、日本がこういった「こうのとり」を使って物資を輸送したり、そういったこ

とを実際に行っていることが詳細に書かれているところでございます。 

 また、宇宙飛行士の活躍も、実はロシア、米国に次いで、世界３番目の累積国際宇宙ス

テーション滞在日数を数えておりまして、そういったところでもプレゼンスがあるかと考

えております。 

 次、お願いします。 

 また、ＪＡＸＡは宇宙航空と名前がついてございますように、もう一つの大きな柱が航

空分野でありまして、特に航空の環境技術、それから、安全技術に関して、国際競争力を

メーンの出口としまして、研究開発を様々な機関と協力してやっているところでございま

す。 

 以上となりますけれども、引き続きＪＡＸＡは社会的なインフラを宇宙に構築すること

によって、政府の政策的判断に資するとともに、国民の生活に根づく、そういった宇宙の

取組を今後も続けてまいりますし、そのためにも、挑戦的な研究開発を推進していく予定

でございます。 

 以上でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございました。 
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 それでは、ただいまのご説明に関しましても、先ほど申しましたように、昨年度の評価

を行うに当たりまして必要な大局的な観点からのコメントなど、お願いできればと思いま

す。お願いします。 

【梅比良会長代理】  茨城大学の梅比良でございます。 

 どうも、ご説明ありがとうございました。ＪＡＸＡが非常に幅広いことをやっていられ

るということを、改めて認識いたしました。 

 それで、ちょっとお伺いしたかったのは、いろんな機関の役割があるので、なかなか難

しいのかもしれませんが、例えば、通信とそういう宇宙の関係の融合のところで、例えば、

大規模コンステレーションの話とか、わりとそういうふうな話が結構いろんなところで聞

こえてくるんですけれども、日本としては、あまりそういう動きってございませんよね。

そういうふうな話というのは、ＪＡＸＡさんとしてはどういうふうにお考えなのか、もし

差し支えなければ、お聞かせいただけると助かるんですが。 

【山川理事長】  現在、通信分野におきましては、特に将来のコンステレーションとい

うよりは、静止軌道における大型の通信衛星に向けた研究開発を、まさに総務省殿、ＮＩ

ＣＴ殿と進めているところでございますけれども、大規模なコンステレーションという観

点では、特に民間の企業、宇宙ベンチャーという観点でも、我が国においても、今後そう

いった取組が出てくるというか、現在取り組んでいる、取り組もうとしている企業は出つ

つあるというふうに認識しておりまして、まだ表には出てきておりませんけれども、申し

訳ありません、そういった意味でもなかなか言えませんけれども、いずれにしろ、通信も

含めて、民間の事業の技術的な支援というのを積極的に行っているところでございます。 

 先ほど、Ｊ－ＳＰＡＲＣという仕組みで、様々な企業と一緒に取り組んでいるという話

しをさせていただきましたけれども、その中に多くのベンチャーがありますので、その中

の一環としてそういったものが出てきた際には、もちろんＪＡＸＡとしても積極的に支援

していく予定でございます。 

【梅比良会長代理】  わかりました。どうもありがとうございます。 

【尾家会長】  生越委員。 

【生越専門委員】  ＪＡＸＡのお仕事も本当にすばらしいと思いますし、先ほどのＮＩ

ＣＴのコメントと重なるんですけれども、私は技術のブランディングをしっかりするべき

だと考えております。幾らいい技術開発をして、実装化されても、それが伝わっていない

と、社会は認識しないし、世界は日本が技術立国であるということも認識しにくいという
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ところがあると思います。 

 ＪＡＸＡさんは非常によくやっていらっしゃると思うんですけれども、何年か前にも衛

星の名前についてお話ししたことがあるんですが、アルファベットと数字が混在している

ような名前でプレスリリースしても世の中はわからないので、ニックネームが大事ですね

というお話をいたしました。 

 今回、「だいち」がＡＬＯＳ、「だいち２」がＡＬＯＳ－２ということになるんですが、

ＡＬＯＳ－３が先進光学衛星、ＡＬＯＳ－４が先進レーダ衛星という名前にした場合、５

年後、１０年後、先進とは誰も思わない。こういうふうなネーミングをすることは、例え

ば、「だいち」に比べてわかりにくいネーミングになると思いますし、その意味で、衛星

のニックネームというのは非常に大事だと思います。 

 「しきさい」とか、「いぶき」とか、「しずく」とか、非常にいいネーミングをされてい

るので、ぜひ、「先進」というのは、開発している方のお気持ちはわかるんですが、５年

後、１０年後はそうならないので、何かいいネーミングがあれば、日本の技術が世の中に

残っていくのではないかと思います。 

 以上です。 

【山川理事長】  ありがとうございます。我々の取組が本当に根づくために、名前とい

うのは極めて重要だと私も認識しております。ですので、ＡＬＯＳ－３、４、今後本当に

根づく、わかりやすい名前にしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

 どうぞ、お願いします。 

【知野委員】  ありがとうございます。 

 予算を見ますと、横ばい状態がずっと続いています。人員が１,５００ぐらいというこ

とですけれども、先ほどもご指摘ありましたように、今、仕事の範囲や内容がものすごく

広がっていて、その広がっているのも、今までとは質の違う、例えば、Ｊ－ＳＰＡＲＣの

お話がありましたけれども、ベンチャーとの協力とか、いろいろなものが出てきています

が、人の配置、手配とか、そういうことはどのようになっているんでしょうか。変わらな

いままやり繰りしている感じなのでしょうか。それとも、今までとは全く違う採用基準を

設けたりとか、そういうようなことを考えてやっていらっしゃるのでしょうか。 

【山川理事長】  まず、既にＪＡＸＡの職員でいる方々の、特に適材適所を意識して、

そういった人事をしているところであります。やはり民間企業、あるいは、スタートアッ
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プ企業と様々なやりとりをするのに適した人というのもおりますし、そういった観点で意

識して配置しておりますし、なおかつ、特に新規採用の際にも、そういった方々を意識し

て採用しているということでございます。 

 また、ＪＡＸＡから、あるいは先方から、様々な民間、政府も含めてなんですけれども、

人事交流を行うことで、ＪＡＸＡのもともとのいる方だけではなし得ないような大きなパ

ワーを発揮できるように、様々な交流も進めているところであります。 

【知野委員】  では、規模的にはあまり変わりがなく、大体このぐらいの規模でという

ことですか。人の数としては。 

【山川理事長】  急激に人が増えることは総体としてはないんですけれども、できるだ

け増やそうとはもちろんしております。 

【尾家会長】  ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

【藤井委員】  ご説明ありがとうございました。 

 ＪＡＸＡは非常にたくさんの施設を運営されていると思いますが、大きなアンテナ等の

老朽化に関して、長期にわたるマスタープランのようなものが必要かと思います。その辺

りの対策やロードマップはどういうふうになっておりますでしょうか。 

【山川理事長】  冒頭の１ページ目に国内の事業所が書かれていて、数えると、おそら

く全部で１９カ所あると思いますけれども、それぞれ老朽化の問題はあって、特に重要な

ところ、特に打ち上げとか、そういった事業を進めているものですから、そういった観点

から重要度をつけていって、そこから対策を早期に打とうとしている、打っているところ

であります。 

【尾家会長】  ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 それでは、皆様から大変活発なご意見など出ました。両法人とも、社会インフラの構築、

また、関連サービスの提供などの役割を通じて多くの方々が関係者であるという状態かと

思います。そういう意味では、多くの方々が期待を寄せていらっしゃるということで、今

ご指摘ありましたように、やっていかなければいけないことがだんだん増えてくるかと思

います。そういった中で、効果的に法人の成果がうまく出ますように、ご努力、ご検討い

ただければと思いますし、我々も何か有益な意見などをまとめることができればと思いま

すので、何とぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

 両理事長様、どうもありがとうございました。 
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（６）その他 

 

【尾家会長】  それでは、予定しておりました議題は以上ですが、全体を通じまして、

委員の方、また専門委員の皆様から何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、事務局から何かありますか。 

【山野企画官】  事務局でございます。 

 本日はありがとうございました。先ほどスケジュールのご説明をいたしましたが、これ

から、昨年度、平成３０年度の業務実績の評価を８月末までに進めていただくことになり

ますが、両法人からのご説明にもありましたとおり、ＮＩＣＴにおかれましては、５年間

の中長期期間の３年目、それから、ＪＡＸＡにおかれましては、７年間の中長期期間の１

年目に当たります。この後、また部会を継続して開催させていただきますが、ご審議をよ

ろしくお願いいたします。 

 また、今後の審議会並びに部会の日程等につきましては、後日、事務局からご連絡させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、この後、引き続きＮＩＣＴ部会、ＪＡＸＡ部会がこの場で開催されますので、委

員、専門委員の皆様におかれましては、そのままご着席いただければと思います。 

 ＮＩＣＴ、ＪＡＸＡの皆様におかれましては、ご説明はここまでとなりますので、あり

がとうございました。 

 以上でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございました。 

  

 

閉  会 

 

【尾家会長】 それでは、本日の審議会は、これで閉会とさせていただきたいと思います。

皆様、ありがとうございました。 

 


